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多木肥料テクニカルニュース                                          花き－１２7 

儲かる花はこれだ！「芍薬」 
芍薬はボタン科の多年草で、冬に地上部が枯れても春に力強く芽吹きます。一度植えると約 10 年間そのまま 

栽培でき、手間がかからないのが特徴です。収穫は 2 年目から始まり、年ごとに     

株が大きくなって切り花の本数も増えます。近年は大輪で写真映えすることや母 

の日の需要増により、切り花の人気と売上が伸びています。今回は「芍薬」の作り 

方を紹介します。 

１．芍薬の切り花の特徴 

〇切り花は 2 年目から収穫でき、3 年目以降は 1 株当たり約 15 本採れます。 

〇蕾の状態で出荷され、開くと直径 15〜20cm ほどの大輪になります。 

〇3 年目以降は 10a 当たり約 10,000 本以上採れ高収益が見込めます。 

〇1 本の平均市場価格は 100 円前後です。（全国の花き卸売市場を参考） 

２． 作型及び作り方のポイントと施肥設計例 

   〇作 型 

○作り方のポイント  

１）植え付けは浅くし、日当たりの良い場所で肥料切れが起きないように管理することが大切です。 

2)土壌は pH6.0〜7.0 で水はけの良い圃場が適し、タキシリカ 2 号を混ぜて土づくりを行います。2 年目以降 

は開花後にマグホスを施用して樹勢を回復させることがポイントです。 

3) 栽植本数は、畝間 120cm✕株間 80cm の 1 条植えで 10 アール当たり約 1,100 株です。 

4）日中は目安を 25℃として換気し、高温に弱いため夏は寒冷紗で遮光管理します。 

   ○施肥設計例 

        ※注意事項：元肥は必ず作付け前の土壌診断結果を元に設計を行います。 

３．出荷規格  

切花は早朝に行い、下葉を取るなどの調整後、 

品種により５本又は１０本で結束します。 
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タキシリカ２号 300
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追肥① 4/中 オンリーユーキ 160

追肥② 7/中 マグホス 60

オンリーユーキ 100

炭入りコンパ 200 株の乾燥予防

1年目

2年目
～
以降

6/下～8/上
圃場準備
（元肥）

全層施肥

株元施肥

10/上追肥③

https://www.takichem.co.jp
mailto:aguri@takichem.co.jp

